
 2015年度～2017年度臨床指標 2019年2月20日

１．当院における臨床指標・実績

A:分子 B:分母
A/B:

指標値
A:分子 B:分母

A/B:
指標値

A:分子 B:分母
A/B:

指標値

病床稼働率 76% 71% 74% 運用病床数×日数÷延べ入院患者数

11.2 10.2 10.8 延入院患者数÷（（新規入院患者数+退院患者数）÷2）

57.0% 54.8% 50.6%
紹介初診患者数÷初診患者数－（休日・夜間以外の初診
救急車搬送患者数＋休日・夜間の初診救急患者数）

47.5% 35.6% 35.6%
初診患者数÷開設者と直接関係のない他の病院又は診療
所への紹介患者数

【別紙1】

【別紙2】

【別紙3】

【別紙4】

47,777 43,864 46,053 HISのリハビリオーダー件数

567 669 819 HISの栄養指導オーダー件数

6 25 0.24 6 25 0.24 6 25 0.24 初期研修医数÷指導医延べ数（必修・選択）

6 9 0.67 6 12 0.50 6 13 0.46 初期研修医数÷指導医延べ数（必修・選択）

2 2 3

7 7 8

1,695 1,463 1,421 救急車受入台数（時間内及び時間外の合計）

1,441 1,695 85.0% 1,290 1,463 88.2% 1,213 1,421 85.4%
救急車受入台数（時間内及び時間外の合計）÷{（救急車
受入台数（時間内及び時間外の合計）+救急車受入拒否台
数（時間内及び時間外の合計）}×100

救急車受け入れ台数（単位：台）

救急要請受諾率（単位：％）

急
性
期
医
療

検査件数

放射線検査件数

透析・樹状細胞件数

リハビリテーション件数（単位：件）

栄養指導件数（単位：件）

教
育

研修医１人あたりの指導医数（単位：人）

研修医1人あたりの専門研修医数（単位：人）

専門看護師数（単位：人）

認定看護師数（単位：人）

病
院
全
体

平均在院日数（単位：日）

紹介率

逆紹介率

内視鏡検査件数

別紙参照

指標
区分

各種指標

2015年度 2016年度 2017年度

指標算出定義
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A:分子 B:分母
A/B:

指標値
A:分子 B:分母

A/B:
指標値

A:分子 B:分母
A/B:

指標値

指標
区分

各種指標

2015年度 2016年度 2017年度

指標算出定義

2,711 2,869 3,088
中央手術室で行われた手術等を算出。
外来や地下２階等で行われた手術や検査は含まない。

【別紙5】

2,536 26,135 10.31 2,648 24,772 9.35 2,761 28,539 10.34
データ期間中に退院した症例のうち、手術ありの症例の
手術後の日数（手術日を除く）÷手術ありの症例件数

86 7476 1.20% 70 7353 1% 66 7310 0.90% 褥瘡発生者÷（前月繰越患者+当月入院患者）×100

81 7476 1.10% 82 7353 1.10% 45 7310 0.63% 褥瘡持込者÷（前月繰越患者+当月入院患者）×100

0.57% 0.34% 0.26%
入院患者からのＭＲＳＡ新規検出数（持ち込みを除く）
÷在院患者数×1000

45.7% 41.9% 46.4%
外来入院を合わせたＭＲＳＡ検出検体数÷ＭＲＳＡおよ
びＭＳＳＡ（黄色ブドウ球菌）検出検体数×100

2.6 2.4 3.8
入院患者の中心カテーテル感染者数÷延べ中心カテーテ
ル使用日×1000

29.4 28.6 26.3 使用量÷Difined Daily Dose × 100÷延べ在院日数

薬
剤

5,637 5,736 5,072 薬剤管理指導算定件数

21 15 18

407 137 462

9 13 10 医薬品・医療機器合計の依頼件数

別紙参照

中心カテーテル関連血流感染発生率（全棟）
（単位＝１０００カテーテル日対）

総ＡＵＤ（抗菌薬使用密度）（単位：1000入院患者
対）

薬剤管理指導件数(単位：件）

治
験

新規治験依頼件数(単位：件）

新規製造販売後調査依頼件数(単位：件）

契約症例数(単位：件）

別紙参照

【別紙6.7】
国立がんセンター提供「院内がん登録システム「Hos-
CanR ver. 2.5」 」に登録（半年前のもの）した件数 。
なお、原発巣（転移性癌はノーカウント）につき1登録と
する。がん登録居住地別件数

医
療
安
全
・
感
染
管
理

褥瘡発生率

褥瘡持ち込み率

ＭＲＳＡ新規発生率（院内発生率）
（単位：1000入院患者対）

黄色ブドウ球菌に対するＭＲＳＡの検出割合

手術実施件数（単位：件）

術後在院日数（単位：日）

腫
瘍
（

が
ん
）

がん登録部位別件数

急
性
期
医
療

手術件数上位10術式（外来手術を除く）
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A:分子 B:分母
A/B:

指標値
A:分子 B:分母

A/B:
指標値

A:分子 B:分母
A/B:

指標値

指標
区分

各種指標

2015年度 2016年度 2017年度

指標算出定義

7,780 8,204 8,241 半日ドック・契約企業・個人含む人間ドック件数

968 4,487 21.6% 980 4,686 20.9% 1,114 5,343 20.8%
人間ドック受診後再検受診患者数÷人間ドック受診患者
で異常値がある患者数

4,031 3,998 3,619 港区健診・がん検診受診者

99.7% 99.8% 99.6% 退院後２週間以内のサマリ作成数÷退院総数×100

18 173 10.40% 17 124 13.71% 10 113 8.85% 剖検数（入院のみ対象）÷死亡患者数×100

63 56 65 開示対応済み件数

予
防
医
学

人間ドック受診者件数(単位：件）

再検率(単位：%）

港区健診受診患者数(単位：件）
（がん検診含む）

そ
の
他

退院後２週間以内のサマリー記載率

剖検率

開示件数 (単位：件）
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内視鏡検査件数

（単位：件）

27年度 28年度 29年度

上部消化管検査 経口 8,401 9,277 9,677

経鼻 1,020 1,260 1,360

下部消化管検査 3,384 4,141 3,975

ERCP 229 195 219

気管支鏡 138 116 143

カプセル内視鏡 73 76 78

*内視鏡センター集計

別紙1



臨床検査件数　

（単位：件）

項目 27年度 28年度 29年度

ＰＥＩＴ 9 2 6

ＰＴＣＤ　他 282 267 318

ＰＷV／ＡＢＩ 864 1,029 999

スパイロ 495 544 607

トレッドミル 265 150 226

ホルター型心電図 341 426 618

ラジオ波 6 2 3

安静心電図 30,933 24,641 22,427

筋電図 99 104 87

残気量 164 140 174

脳波 188 205 185

負荷心電図 2,030 301 319

頸動脈エコー 1,079 1,703 1,848

腹部超音波検査 14,814 14,024 14,138

乳房超音波検査 3,506 4,242 4,215

造影腹部超音波(ソナゾイド等) 36 27 26

心臓超音波検査 2,683 2,807 3,145

四肢血管超音波検査 622 572 467

ESWL 131 75 84

総計 58,547 51,261 49,892

◆上表は、臨床検査科にて作成している日報データを元に作成している。
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放射線検査件数

（単位：件）

項目 27年度 28年度 29年度

ＣＴ（造影） 3,720 3,525 3,651

ＣＴ（単純） 5,956 6,010 6,160

ＭＤＬ 5,396 4,399 3,393

ＭＲＩ（造影） 1,002 1,073 1,110

ＭＲＩ（単純） 5,645 5,169 5,262

マンモトーム 63 41 22

核医学検査 825 807 871

血管造影 66 39 33

骨塩定量 0 1,919 2,197

心臓ＣＴ（造影） 0 313 319

心臓カテーテル 71 229 296

腎・尿道撮影 34 8 11

大腸ＣＴ（単純・造影） 0 62 69

単純撮影 50,261 46,279 48,580

注腸 191 105 125

乳房撮影 4,284 4,811 4,414

放射線治療 3,333 2,538 2,188

総計 80,847 77,327 78,701
◆上表は、放射線科にて作成している月報データを元に作成している。
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透析・樹状細胞等件数

（単位：件）

2015年度 2016年度 2017年度

透析 16 3 297

持続緩徐式透析 8 16 5

血漿交換療法(PE・PP) 8 0 6

DCM 55 0 0

吸着式血液浄化 6 0 4

血球成分除去療法 150 127 105

腹水濃縮再静注療法 21 14 19

樹状細胞 2 32 19
◆上表は、透析センターにて作成しているデータを元に作成している。
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手術件数上位10術式（外来手術を除く）

2015年度 （単位：件）

手術名 件数

水晶体再建術 282

人工関節置換術 153

骨折観血的手術 127

乳腺悪性腫瘍手術 84

骨内異物除去術 66

関節鏡下靱帯断裂形成手術 65

脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術 60

眼瞼下垂症手術 60

腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術 46

膀胱悪性腫瘍手術 45

2016年度 （単位：件）

手術名 件数

水晶体再建術 341

人工関節置換術 156

骨折観血的手術 98

関節鏡下靱帯断裂形成手術 70

脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術 70

骨内異物除去術 67

乳腺悪性腫瘍手術 66

腹腔鏡下胆嚢摘出術 60

膀胱悪性腫瘍手術 57

眼瞼下垂症手術 54

2017年度 （単位：件）

手術名 件数

水晶体再建術 392

脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術 245

人工関節置換術 201

骨折観血的手術 93

関節鏡下靱帯断裂形成手術 88

骨内異物除去術 83

乳腺悪性腫瘍手術 67

眼瞼下垂症手術 61

腹腔鏡下胆嚢摘出術 51

腹腔鏡下腸管癒着剥離術 51

*手術室で行ったものを対象とした
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院内がん登録集計（部位別・男女）（2015年～2017年症例）

がん登録集計（部位別・男女別集計）

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計

口腔・咽頭 7 2 9 6 2 8 5 1 6

食道 10 2 12 23 4 27 13 1 14

胃 42 15 57 39 17 56 35 16 51

結腸 50 28 78 52 25 77 63 29 92

直腸 26 12 38 31 19 50 42 19 61

肝臓 11 6 17 17 7 24 6 9 15

胆嚢・胆管 2 5 7 2 3 5 9 2 11

膵臓 8 8 16 19 13 32 13 4 17

喉頭 1 1 2 0 0 0 0 0 0

肺 23 16 39 33 11 44 26 14 40

骨・軟部 0 2 2 0 1 1 0 0 0

皮膚(黒色腫を含む) 14 12 26 11 8 19 13 9 22

乳房 0 161 161 2 116 118 1 117 118

子宮頸部 0 25 25 0 32 32 0 37 37

子宮体部 0 8 8 0 8 8 0 7 7

子宮 0 0 0 0 0 0 0 0 0

卵巣 0 5 5 0 7 7 0 16 16

前立腺 68 0 68 72 0 72 58 0 58

膀胱 20 3 23 26 6 32 19 4 23

腎・他の尿路 16 9 25 17 3 20 14 8 22

脳・中枢神経系 1 0 1 1 2 3 0 2 2

甲状腺 0 2 2 1 4 5 2 3 5

悪性リンパ腫 8 6 14 8 3 11 6 3 9

多発性骨髄腫 0 0 0 1 0 1 0 0 0

白血病 2 1 3 0 0 0 0 0 0

他の造血器腫瘍 0 1 1 0 0 0 1 0 1

その他 8 4 12 8 7 15 10 4 14

合計 317 334 651 369 298 667 336 305 641

※地域がん登録または全国がん登録届出後に登録を行った症例含む。

部位別
20162015 2017
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院内がん登録集計（診断時居住地別）（2015年～2017年症例）

がん登録集計（診断時居住地別集計）

2015 2016 2017

区中央部
（千代田区・中央区・港区・文京区・台東区）

251 196 201

区南部
（品川区・大田区）

41 56 41

区西南部
（目黒区・世田谷区・渋谷区）

93 110 104

区西部
（新宿区・中野区・杉並区）

34 41 26

区西北部
（豊島区・北区・板橋区・練馬区）

18 34 27

区東北部
（荒川区・足立区・葛飾区）

16 18 16

区東部
（墨田区・江東区・江戸川区）

13 29 14

東京都その他 34 32 47

東京都（合計）【A】 500 516 476

神奈川県 91 69 77

千葉県 21 31 31

埼玉県 22 28 32

その他 17 23 25

東京都以外（合計）【B】 151 151 165

全国（合計）【A+B】 651 667 641

※地域がん登録または全国がん登録届出後に登録を行った症例含む。

地域名
診断（起算）年
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